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 - 7 - 
ったのである。 
  一方で、本研究で検討してきた国際文書についていえば、国書をはじめとする王言の起草
は一般的には、中書舎人・翰林学士・知制誥によって分担されているが、玄宗期の宰相張九
齢と武宗期の宰相李徳裕が国書の撰文に関わっている事例から見て取れるように、皇帝に信
任されている宰相は国書を起草することもあった。そして、この国書の撰文過程は唐一代を
通じて、一定の有効性があると考えられる。 
 また、このような王言は宰相によって起草されたとはいっても、それは必ずしも宰相個人
の意志で決定されるわけではなく、一定の手続きを踏まえなければならない。南走派ウイグ
ル対策を決定する場合、百官集議や宰相会議、御前会議で繰り返し議論した結果を踏まえて、
議状が作成され上奏されるが、皇帝に認められると、国の正式な政策となると考えられる。
このような手順は外交関係の政策決定のみならず、唐王朝中央の政策決定システムを検討す
る際に、重要な参考となると思われる。 
  そのほか、円仁文書の分析からは、唐の行政文書が東アジアで通用していたことがうかが
える。特に円仁が唐の官衙等に宛てた公的文書として用いられた「牒」文書は、国書以外の
外交文書として使用されており、例えば、唐と南詔国の間、渤海中台省と日本太政官の間、
または新羅執事省と太政官の間では、いわゆる西嶋定生の提唱した東アジア漢字文化圏にお
いて「牒」文書が広く用いられていた。実は、元の文書は伝わっていないが、本論文で取り
上げたウイグル宰相も唐の河東節度使に「牒」文書を出していた。これはすなわち、外交文
書としての「牒」文書が漢字文化圏を超えて、東アジアの国際文書として広く通用されてい
たといえよう。 
  要するに、本研究は、九世紀前半にモンゴリアのウイグル帝国の崩壊によって、唐の北方
辺境に避難してきた南走派ウイグル、のちに来朝したキルギスとの間に交わされた外交文書
を切り口に、唐の外交政策の変遷を追うことで、ユーラシア史上の一大転機ともいうべきト
ルコ民族西方大移動が起こる直前の、東アジアの国際関係の一端を解明しようとする試みの
一つである。 
 しかしながら、これはあくまでも東アジアの国際情勢変動のきっかけの一つに過ぎず、そ
の後の東アジアの国際関係はどのように変容し、五代十国時代に移行していったのか、さら
にはそれがどのように変容して宋・元の時代を迎えるのか、などの問題を総合的に検討する
必要がある。ただし、それらは本論の分析領域を超える問題であり、いずれも今後の課題と
したい。 
 
 
